
「タスキ彼方」 

額賀 澪／著 小学館 

  

「あ、あぶない！ よくみて、とまって、 

みぎひだり」 石塚 ワカメ／絵 岩崎書店 

 

 「ものすごい研究図鑑」～キミのなぜも 

世界を変える！？～ Ｇａｋｋｅｎ 

 
余った白菜でコンクリートをつくる。宝

を求めて遺跡を掘り続ける。情報を駆使

して世界の安全保障に挑む…。１２人の

東大・京大の先生の個性豊かな研究を紹

介。研究にまつわる基本用語集付き。 

交差点の歩き方、自転車の注意事項など、

通学路の「どこで」「どんなとき」に交通

事故が起きやすいかを、小学生の兄妹の

１日を通して解説する。子どもを交通事

故からまもる絵本。 

「会社員以外の働き方」 

Ｇａｋｋｅｎ 

「キャロットバトン」 

こまつ あやこ／著 毎日新聞出版 

 
システムエンジニア、ファッションデザ

イナー、パティシエ、医者など、企業や

組織を離れて、個人で働く生き方をマン

ガで解説。それぞれの「１日・１カ月・

１年」を組織との違いとともに紹介する。 

友真、咲絵、理瑠、千弦がニンジン色の

ノートで始めたのは、４人でひとつの物

語を書きつなぐ〈童話リレー〉。しかし、

ちぐはぐな仲間が書きつなぐ物語は、想

定外の方向へ…！？ 

「ホルモンをととのえる本」 

ダヴィニア・テイラー／著 ＣＣＣメディアハウス 

人間が取る行動、抱く感情に影響を与え

るホルモン。睡眠不足、もの忘れ、気分

の落ち込み、怒り、生理周期の乱れ・更

年期など、それぞれの症状ごとにホルモ

ンをコントロールする対処法を伝える。 

「税務署員がやっている“ズルい”貯蓄術」 

大村 大次郎／著 ビジネス社 

我慢しなくてもお金がみるみる貯まる！ 

家の買い方から、節税方法、投資術、老

後資金の貯め方、生命保険・損害保険を

使った財テクまで、税務署員がやってい

るお金に関する裏ワザを紹介する。 

 「若手が辞める『まさか』の理由」 

井上 洋市朗／著 秀和システム 

  

「定年後の超・働き方改革」～「楽しい仕事」

が長寿に導く！～ 和田 秀樹／著 光文社 

若手社員が定着しないのは、辞める理由

を正しく把握していないから。若手社員

のリアルな本音と実情、そして具体的な

離職防止のノウハウを、定量的なデータ

や多くの実例をまじえて解説する。 

精神科医・和田秀樹が、シニア世代が「無

理なく楽しく働き続ける方法」を提案す

る。「老化を遅らせるために働く」「好き

なことで収入を得る」など、具体的かつ

現実的なアドバイスが満載。 
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日 月 火 水 木 金 土 
  １ ２ ３ ４ ５ 

      絵本の森 

午後 2 時～2 時 30 分 

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 
 

休館日 
    おはなしでてこい 

午後 2 時～2 時 45 分 

 

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ 
アニメ上映会 

「ぐるんぱのようちえん」 

午前 10 時 30 分～11 時 

 

休館日   ブックスタート 

受付：午前 10 時～ 

11 時 30 分 

 

 絵本の森(Voice) 

午後 2 時～2 時 30 分 

 

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ 
 

休館日  
 

休館日（館内整理日） 
赤ちゃんとえほんの日 

午前１０時 30 分～１１時 

絵本の森 

午後 2 時～２時 30 分 

 

２７ ２８ ２９ ３０ 
絵本と手品のつどい 

—Ｋ＆ピエロ－ 
午後２時～2 時３０分 

休館日   

今月の企画 春に読みたい珠玉の物語 

「君の膵臓をたべたい」 

住野 よる／著 双葉社 
 

“僕”が秘密の日記帳を偶然拾った

日から、余命わずかなクラスメイト

との交流が始まった。賑やかな彼女

と平静な“僕”との日々は小気味よ

く過ぎていくが、彼女の残り時間は

確実に迫り…。表紙の桜並木のイラ

ストは、足羽川の幸橋から見た風景

がモデルになっている。 

「春、戻る」  

瀬尾 まいこ／著 集英社 
 

結婚を控えたさくらの前に突然現れ

た、“兄”を名乗る 12 歳年下の青年。

不審だけれど愛嬌がある彼のことを、

“おにいさん”として徐々に受け入

れたさくらだったが、彼の正体が、

ずっと蓋をしてきたとある記憶の中

にあることを思い出し…。人生で一

番大切なことを教えてくれる物語。 

勝山市立図書館 ☎88-6000 

「桜風堂ものがたり」  

村山 早紀／著 ＰＨＰ研究所 
 

とある事件がきっかけで長年勤めて

いた書店を辞めた青年、月原一整が

傷心の中たどり着いたのは、小さな

町の書店。一整は店を預かることに

なり、元職場も巻き込みながら奮闘

するが…。優しい人々に心癒され、

読後、身近な“まちの本屋さん”に

足を運びたくなる一作。 

本のタイトルに「〇歳から」と入っている、

いろんな分野の本を集めました。 

 ぜひ、この春から、新しいことにチャレン

ジしてみてください。 


